
台
風
19
号
の
影
響
は
、
14
都
県
、

３
９
０
市
区
町
村
に
及
び
、
箱

根
町
で
は
千
㎜
を
超
え
る
降
水
が
あ
る

な
ど
、
堤
防
決
壊
、
河
川
の
氾
濫
、
が

け
崩
れ
な
ど
で
死
者
行
方
不
明
者
が
百

名
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
地
球
温
暖
化
が
要
因
の
一
つ
と
さ

れ
る
が
、
日
本
政
府
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
消
極
的
で
あ
る
。

　

今
後
も
猛
烈
な
台
風
発
生
が
予
測
さ

れ
、
北
海
道
上
陸
の
可
能
性
も
高
い
と

想
定
さ
れ
る
。
備
え
に
は
今
後
も
万
全

を
尽
く
し
、
防
災
・
減
災
対
策
を
常
に

強
化
す
べ
き
で
あ
り
、
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
札
内
川
、
十
勝
川
、
猿
別
川
、
途
別

川
の
堤
防
整
備
改
修
・
床
下
げ
整
備
は
。

(2)
川
幅
が
狭
く
氾
濫
し
や
す
い
支
流
に

水
位
計
を
設
置
し
、
住
民
が
ス
マ
ホ
で

確
認
し
、
迅
速
に
避
難
で
き
る
対
策
を
。

(3)
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
防
災
の
し
お
り

の
見
直
し
は
。

(4)
国
際
基
準
に
基
づ
い
た
避
難
所
を
目

指
す
考
え
は
。

(5)
こ
れ
ま
で
の
防
災
訓
練
へ
の
障
が
い

者
と
高
齢
者
の
参
加
状
況
は
。
地
震
・

水
害
の
種
別
、
冬
季
や
夜
間
の
訓
練
を
。

(1)
十
勝
川
で
は
、
Ｊ
Ｒ
根
室

本
線
鉄
橋
上
下
流
部
の
右
岸
側
で
築
堤

盛
土
工
事
が
実
施
さ
れ
、
十
勝
中
央
大

橋
下
流
部
、
千
代
田
新
水
路
実
験
水
路

部
お
よ
び
千
代
田
大
橋
下
流
部
で
河
道

掘
削
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
札
内
川

で
は
、
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
鉄
橋
下
流
右
岸

側
で
水
防
資
材
の
置
き
場
と
な
る
水
防

拠
点
整
備
の
工
事
が
実
施
さ
れ
、
札
内

川
ゴ
ル
フ
場
付
近
の
右
岸
側
で
は
、
河

道
掘
削
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
途
別

川
で
は
、
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
鉄
橋
下
流
部

で
築
堤
の
法
尻
を
強
化
す
る
築
堤
堤
脚

保
護
工
事
が
実
施
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
根
室
本

線
か
ら
十
勝
川
合
流
点
ま
で
の
区
間
の

伐
開
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
猿
別
川
で

は
、
猿
別
水
門
と
止
若
樋
門
の
隣
接
部

で
内
水
対
策
用
の
釜
場
を
設
置
す
る
救

急
排
水
施
設
設
置
工
事
が
完
成
し
、
猿

別
水
門
で
は
停
電
時
で
も
門
扉
の
自
動

降
下
が
可
能
と
な
る
機
能
強
化
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
鉄
橋
下
流

部
で
、
伐
開
工
事
と
河
道
掘
削
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
の
台
風
10

号
に
よ
り
越
水
被
害
が
発
生
し
た
旧
途

別
川
は
、
昨
年
度
ま
で
に
河
川
改
修
計

画
の
検
討
が
行
わ
れ
、
本
年
度
は
河
川

法
に
基
づ
く
河
川
整
備
計
画
の
変
更
手

続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら

築
堤
嵩
上
げ
と
河
川
断
面
の
拡
幅
を
行

う
河
川
改
修
事
業
に
着
手
す
る
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。

(2)
国
が
管
理
す
る
河
川
で
は
、
十
勝
川

４
か
所
、
札
内
川
２
か
所
、
途
別
川
１

か
所
、
猿
別
川
１
か
所
に
「
危
機
管
理

型
水
位
計
」
が
設
置
さ
れ
た
。
北
海
道

が
管
理
す
る
河
川
で
は
、
猿
別
川
、
茂

発
谷
川
、
旧
途
別
川
の
各
１
か
所
に
設

置
さ
れ
、
途
別
川
、
糠
内
川
、
古
舞
川
、

千
住
川
、
メ
ン
川
、
当
縁
川
の
各
１
か

所
に
令
和
元
年
度
に
設
置
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
水
位
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
誰
で
も
確
認
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
大
変
有
効
な
情
報
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

(3)
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
24
時

間
雨
量
に
置
き
換
え
る
と
十
勝
川
で

２
６
８
㎜
、
札
内
川
で
４
１
４
㎜
、
猿

別
川
で
３
７
０
㎜
、
途
別
川
で
４
２
８

㎜
と
想
定
し
作
成
し
て
い
る
。
今
年
、

北
海
道
が
管
理
す
る
途
別
川
の
区
間

で
、
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
令
和
２
年
度
の
出
水
期
ま
で
に
、

一
部
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

(4)
避
難
所
の
国
際
基
準
は
、
「
ス
フ
ィ

ア
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
ま
と
め
ら
れ
、

一
人
当
た
り
の
居
住
空
間
は
３
・
５
㎡
、

ト
イ
レ
は
20
人
に
１
基
と
さ
れ
て
い

る
。
災
害
初
動
期
を
過
ぎ
た
後
は
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
に
努
め
、
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の

使
用
や
国
際
基
準
を
参
考
に
避
難
所
の

質
の
向
上
を
段
階
的
に
図
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

(5)
５
年
間
の
訓
練
で
は
、
障
が
い
者
や

要
介
護
認
定
者
な
ど
の
要
支
援
者
の
方

は
58
人
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
は

１
０
１
７
人
、
全
体
の
約
43
・
６
％
の

参
加
で
あ
っ
た
。
自
力
歩
行
が
困
難
な

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
共

助
体
制
の
確
立
が
課
題
と
受
け
止
め
て

い
る
。
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
が
進

ん
で
な
い
地
域
も
あ
り
、
防
災
意
識
の

向
上
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

の
啓
発
等
が
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

答問
防
災
意
識
の
向
上
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
が
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る

台
風
19
号
の
教
訓
を
生
か
し
、
防
災
対
策
の
強
化

と
見
直
し
を
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（副議長）

地域防災訓練（11 月 30 日）
農業者トレーニングセンター


